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伊勢赤十字病院



 

 

  人ಕに基Ͱき、赤十字病院として࣯の߶い医療を఑ڛします 

 
  
 １ɿ赤十字੠ਈの΍と、͠ं׳まとڢಉし、ं׳中心の医療をࣰભします 
 ２ɿ地域の医療・ղ護・福祉機ؖと連携を਄め、地域݃׮型医療を目ࢨします 
 ３ɿ地域基ײ病院として、救急医療、急性غ医療に注ྙします 
 ４ɿ医療安全、感染管理に౔め、医療のಃ明Կ・標६Կに取り組Ίます 
 ５ɿ医の倫理にのͮとり、͠ं׳まをଜ重し、ݘ利を༶護します 
 ６ɿ医療の࣯を߶めるためのրવ׈ಊをܩକして行ͮていきます 
 ７ɿࠅ内外での救ԋ׈ಊを赤十字の一員としてਬ਒していきます 
 ８ɿ人ࡒү成の౔め、全人的医療が行͓る職員を཈成します 
 ９ɿ職員のϧ΢フスタ΢ルをଜ重し、ຮଏ度の߶い職৖ڧ؂をࣰݳします 
 10. 健全経Өに౔め、いつまで΍必要と͠Ηる病院を目ࢨします 
 
 
 
 
 、たͬͺࢴ
１ɿ赤十字の੠ਈに則り、͠ं׳まの命と健康、ଜݭをगりますɽ 
２ɿいかなるࠫพ΍ͦͥ、ޮฑで֋かΗた医療を఑ڛしますɽ 
３ɿ͠ं׳まが࠹୉のԺܛをणけらΗるΓう、ं׳中心の医療を行いますɽ 
４ɿ͠ं׳まのϕϧ΢バシー、個人情報をगりますɽ 
５ɿ࣯の߶い医療を఑ڛするため、ࣙހ研ᮐに౔めますɽ 
６ɿޕいにଜ重し、ྙڢしてチームとして͠ं׳まに޴き合いますɽ 
７ɿ地域の健康をगることで、ऀճに߫ݛしていきますɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

基 本 理 念 
 

基 本 姿 勢 
 

職業倫理指針 
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研修理念 
赤十字の理念－人道－に基づき、人々の生命と健康、尊厳を守り、将来専門とする分野
にかかわらず、患者中心の質の高い医療の提供ができる幅広い臨床実践能力を育成す
る 
 
基本方針 

  ①人としての尊厳を守る医療を実践する 
②チーム医療で、患者・家族にとって最善の医療を提供する 
③専門的知識に基づく根拠ある医療を実践する 
④「おかげさまのこころ」で相手への気遣い・配慮ができる 
⑤地域医療保健福祉におけるそれぞれの機関（施設）の役割を理解する 
⑥症例研究等に積極的に取り組む姿勢を身につける 
⑦赤十字職員としての自覚と誇りをもつ 

 
 研修医育成像 
  多岐にわたる専門診療科そして救命救急センターを設置しており、専門的知識を有効
に活用し、多職種と連携したチーム医療を実践し、患者が安心できる医療を提供できる
医師を育成します。 

 
 
 
 
１．三重県南部の二次・三次救急を担う当院は、救急患者の受入数は全国でも上位であり、
幅広い救急疾患や基礎的疾患を経験できる。2年間を通して各科ローテートと救急を並
行して継続的に研修することで、救急対応・知識・技能の定着をはかることができる。
また、県内で唯一ドクターヘリの同乗研修が可能なことも特色の一つである。 
２．三重県南部のへき地を中心とした病院・診療所等が多く協力施設となっている地域医
療研修は、地域の特性や生活背景、各々施設の役割と連携について理解を深めることが
できる。 

 
 
 
 
分野 研修科／施設 研修期間 

救急 救急外来   
1年次・2年次各 5週。 
並行研修＊（宿直明けが平日となる
宿直）※週 1回まで 

内科  

循環器内科 

30週（連続した 5週×6科） 
並行研修（一般外来）＊＊ 

腎臓内科 
血液内科 
感染症内科 
腫瘍内科 
呼吸器内科 
消化器内科 
肝臓内科 
糖尿病・代謝内科 
脳神経内科 

小児科 小児科 連続した 5週 
並行研修（一般外来）＊＊ 

Ⅰ 研修理念・基本方針 

Ⅱ プログラムの特色 

Ⅲ 必修研修と研修期間 
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෾໼ 研修Ռʙࢬઅ 研修ؔغ 
෌人Ռ 連କしたࢊ ෌人Ռࢊ 5 ु 

外Ռ 外Ռʙ೗ધ外Ռ 連କした 5 ु 
ด行研修（一ൢ外来）ːː 

ຓ਴Ռ ຓ਴Ռ 連କした 5 ु 

੠ਈՌ 

ೈ勢病院 

連କした 5 ु（20 日Ґ৏） 

ন޲ࡗ生病院 
 ここΘの医療センターݟ重ࢀ
 ໼病院ۿ
 重୉学医学部෡଒病院ࢀ
伊勢赤十字病院 

地域医療 

ඎ࿱૱合病院 
ᖔీ医院 ِ۟೶ਈ経έリωッέ 

5 ु（20 日Ґ৏） 
ด行研修（一ൢ外来）ːː 

൩ࢃ赤十字病院（ௗ໼ݟ） 
໼ୖԻચଞࢤઔ診療ॶ 

 ೈ病院ن
 望にてਈౣ・౩取診療ॶس ࿪診療ॶن

 ຿病院ࢤຐࢦ ຿健康保健ࠅ
ௌཱིೈ伊勢病院 
伊勢ీ中病院 
૮໼୫診療ॶ 
੤Ԯ記念セントϧルέリωッέ 
ਈౣ診療ॶ 

一ൢ外来 ː内ՌʙঘࣉՌʙ外Ռ 
地域医療 20 日Ґ৏ 

ˠ各内Ռ 20 日Ґ৏、内ՌҐ外について΍ 20 日Ґ৏の研修を行うことɽ 
 
ʴમ୔研修ʵ 
伊勢赤十字病院の各Ռ他、MMC 病院（研修Ն೵な病院と診療Ռͺพන 1 をࢂল）、ࢀ重ݟ
伊勢保健ॶ、ࢀ重ݟ赤十字血ӹセンターからમ୔できるɽなお、MMC 病院研修ͺ 2ϴ݆ま
でとし、MMC 病院研修、地域医療研修、੠ਈՌ研修の院外研修ͺ合ܯして࠹ௗで 3ϴ݆ま
でとするɽ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（地域医療）長野県 
飯山赤十字病院（288 床） 

野沢温泉村市川診療所 

（精神他）三重大学病院 

（地域医療）志摩市民病院（77 床） 

（地域医療）尾鷲総合病院（255 床） 
 澤田医院 九鬼脳神経クリニック 

（地域医療）紀南病院（244 床） 
紀和診療所 
希望にて神島・桃取診療所 

（精神科）伊勢赤十字病院 

★ 

（精神）熊野病院 

（精神）松阪厚生病院 

（精神）三重県こころの医療
センター 

（地域医療）神島診療所 

（選択）三重県伊勢保健所 

（地域医療）相野谷診療所 

（選択）三重県赤十字血液センター 

（精神）南勢病院 

（地域医療）伊勢田中病院（83 床） 

（地域医療）南伊勢町立病院（50 床） 

（地域医療）西岡記念
セントラルクリニック 
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ϫーテーションྭ（ϫーテーションの順൬ͺ、研修医にΓͮてҡなる） 各೧ 52ु 

1೧࣏ 
2ु 30 ु 5 ु 5 ु 5 ु 5 ु 
ŝƀŜƅ
ūŘŤŖ
ƅ 内Ռ 救急 ঘࣉՌ 外Ռ ຓ਴Ռ 

2೧࣏ 
5 ु 5 ु 5 ु 5 ु 32 ु 

救急 ੠ਈ 
Ռ 

地域 
医療 

 ෌ࢊ
人Ռ મ୔Ռ 

 
ˠ必修研修の研修ؔغ（日਼）について、༙ٵ（ՈٵلՍ、病ܿ、ஙࠃ・૥退等）、ಝพٵ
Ս（صӀき、݃࠙等）、ड़௃、救急部のด行研修等ͺ、すべて研修日਼から͠ࢋݰΗるɽ
（地域医療研修઎での宿直研修の明けͺঈ͚） 

ˠ༙ٵ・ಝพٵՍ・ड़௃・宿直明けの日ͺ、事઴に෾かり࣏୊ଐやかに研修Ռのࢨ಍医に報
 するɽࠄ

ˠ研修日਼෈ଏの৖合ͺुୱҒでの௧Յ研修が必要となる（１ʛ4 日の෈ଏˢ1 ुؔ、6ʛ9
日ˢ2 ुؔ） 

ˠՈٵلՍͺ 3 日ؔ、7ʛ9 ݆に෉༫͠Ηるɽ࿓ಉ基६法に基Ͱき೧ 5日Ґ৏の༙ٵڇՍ（Ո
 Սを含む）を取得しなけΗͻならないɽٵل
ˠ研修スίジϣール（研修Ռのમ୔）についてͺ 2 յʙ೧のϕϫήϧム੻೜ंまたͺ෯ϕ
ϫήϧム੻೜ंとの໚஌で݀ఈするɽ研修スίジϣールを変ߍする৖合΍ಋ༹で͍るɽ 

ˠ一ൢ外来のด行研修（内Ռ、ঘࣉՌ、外Ռ、地域医療研修中）ːːͺ各Ռ研修中で͍Ηͻ、
ुに෵਼յの研修がՆ೵で͍るɽ 

ˠમ୔Ռにおいてͺ、原則 1 Ռ 2/3 Ґ৏のड़ੰとする（ด行研修をঈ͚）ɽ2 ೧࣏ 3 ݆にお
いてͺ、宿直等ঈ͚ۊ務日の 1/2Ґ৏のड़ੰとするɽ 

 
 
 
 
 ʰॵغ臨床研修ϕϫήϧムʱ内ʰ各Ռ研修内容ʱの֚当する診療ՌおΓ;෾໼のϘー

ジࢂল 
 
 
 
 
１ɿ඲Ճのフィードバッέ（ܙ成的඲Ճ）：各診療Ռ 
（１）研修医඲Ճධᶙ・ᶚ・ᶛ 
 
（２）経験すべき঳ޫ（29 ঳ޫ）おΓ;経験すべき࣮病・病態（26 ࣮病・病態）の経験

 病歴要༁の఑ड़;ٶ
  ˠ病歴要༁ͺ研修ؔغ中にࢨ಍医のট೟を得るɽまた、各 1 ঳ྭͺॶఈ書ࣞでレ

ϛートを఑ड़すること 
 

（３）一ൢ外来研修の経験ٶ;外来研修レϛートの఑ड़ 
   ˠ外来研修レϛートͺ研修日ຘにॶఈ書ࣞを用いて作成し、ࢨ಍医のট೟を得る 
 
（４）臨床手技・検ࠬ手技・診療録の経験と習得য়況 

  ˠ手技についてͺ、ࣙހ඲Ճࢨ;ٶ಍医඲Ճ 
 

（５）各研修Ռでの৾りศり 
   ඲Ճධʰ事઴目標シートおΓ;৾りศりシートʱٶ;ʰ研修Ռ目標 ඲Ճʱを用いて

৏څ医・ࢨ಍医と৾りศりを行い、フィードバッέをणけるɽ 
 

ᶝ ඲Ճ 

ᶜ 各診療Ռの۫体的なカリΫϣϧム（必修Ռڠ௪） 
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 ２ɿ到達目標の達成度඲Ճ：ϕϫήϧム੻೜ंとの໚஌ 
 
೧ 2 յのフィードバッέ໚接にて৏記඲Ճ݃果に基Ͱ͚ܙ成的඲Ճ（フィードバッ
έ）と研修の਒ṁ確೟を行うɽ 

 
３ɿ臨床研修目標に対する達成度඲Ճ（૱ׇ的඲Ճ） 
 

   2 ೧࣏のश྅時、࠹श的な達成য়況についてͺ、h 臨床研修の目標の達成度൓ఈධʱ
を用いて඲Ճするɽ 

 
 

 
 
１ɿ臨床研修の修྅ 
１）ϕϫήϧム੻೜ंおΓ;研修管理җ員ճͺ、臨床研修の目標の達成য়況にՅ͓、研
修ؔغや医師としての適性をྂߡして研修修྅೟ఈのՆ൳を඲Ճし、管理ंに報ࠄす
るɽ研修修྅の೟ఈͺ管理ंが行うɽ 

 
  ʮ臨床研修の修྅൓ఈ基६ʯ 
   Π 研修ࣰؔغࢬ 

(1)必要ས修ؔغ：研修ؔغを௪ͣؔغࢯٵが 90 日Ґ内（病院にてఈめるٵ日ͺঈ
͚）で͍り、ؔغࢯٵの͍る৖合ͺਜ਼当な理༟を༙することɽ 

   ΢ 臨床研修の目標（臨床医としての適性をঈ͚）の達成度 
(1)必修෾໼の必要ས修ؔغをຮたしていること 
(2)各目標について達成য়況（各研修時の研修医඲Ճධᶙʛᶛ（ܙ成的඲Ճ））が確
೟できること 

(3)すべての必修ߴ目について目標が達成していること 
ᶅ経験すべき঳ޫ、࣮ 病・病態について全て経験し、病歴要༁が確೟できること 
ᶆ臨床手技・検ࠬ手技・診療録の経験と達成য়況が確೟できること 
ᶇ必修となͮている経験すべきその他の׈ಊの経験が確೟できること 

(4)h 臨床研修の目標の達成度൓ఈධ にɦおいてາ達となͮているߴ目がないことɽ 
  全ߴ目中１つで΍າ達の΍のが͍Ηͻ、࠹श൓ఈͺາ達となり、研修修྅ͺ೟め

らΗないɽ 
ˠ研修ؔغ中にすべてع達となるΓうにϕϫήϧム੻೜ंおΓ;研修管理җ員ճͺ࠹୉ݸ౔ྙ
しࢨ಍するɽ研修ؔغश྅時にາ達ߴ目がͮ࢔た৖合にͺ、管理ंの࠹श൓断にΓり、当֚研
修医の研修ͺາ修྅となり、研修のԈௗ・ܩକを要する 

   Τ 臨床医としての適性の඲Ճ 
(1)安心、安全な医療の఑ڛができること 
(2)法ྫ・و則がॱगできること 
 

２）研修修྅の೟ఈした研修医にͺ、ϕϫήϧムを修྅したことを記したh 臨床研修修྅
ৄʱをद༫するɽ඲Ճの݃果、研修医が臨床研修を修྅していないと೟めるときͺ、当
֚研修医に対して理༟を෉してʰ研修າ修྅௪எ書ʱで௪எするɽ 

 
３）2 ೧ؔで修྅要݇をຮたしていないと͓ߡらΗる৖合ͺ、࠹श的に研修管理җ員ճに
て൓ఈを行うɽາ修྅なのか中断なのかについてͺ本人の意޴を確೟の৏、研修管理җ
員ճで݀ఈするɽ 
າ修྅の৖合、Ԉௗؔغの対応ͺҐԾの௪りとするɽ 

ᶞ 臨床研修の修྅・中断・ࢯٵ・າ修྅・࠸֋ 
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(1)඲Ճシステムにおいて修྅に必要な入ྙ・ౌ録が෈ଏしている৖合：全てἩͮた
時点で研修管理җ員ճ（臨時）を֋࠷し、修྅೟ఈを行うɽ 

(2)到達目標を達成していない৖合：到達目標でレϗル 2 ҐԾとなͮたߴ目、またͺ
経験していない঳ޫ・࣮病・病態にؖ連する診療Ռでの研修を研修医・医学生گү
җ員ճで検౾し、݀ ఈするɽԈௗؔغの研修についてͺ、目標を達成した時点で当
֚診療Ռからگү研修ਬ਒࣪に報͠ࠄΗ、研修管理җ員ճ（臨時）にて修྅೟ఈを
行うɽ 

 
２ɿ臨床研修の中断 
   臨床研修の中断とͺ、研修ؔغの౏中で臨床研修を中ࢯすることをいい、原則として

病院を変ߍして研修を࠸֋することを઴఑とした΍ので͍るɽ 
臨床研修の中断を೟める事༟ͺҐԾのΓうなやむを得ない৖合にݸるɽ 
(1)当院の研修Ռ体制の変Կなʹの理༟にΓり、当院における研修ϕϫήϧムのࣰࢬが
෈Ն೵な৖合 
(2)研修医が臨床医として適性をܿき、当院のࢨ಍・گүにΓͮて΍なおրવが෈Ն೵
な৖合 
(3)ೝ৹、ड़ࢊ、үࣉ、উ病等の理༟にΓり臨床研修をௗغにΚたりࢯٵし、そのため
修྅に必要な研修ࣰؔغࢬをຮたすことができͥ、͠らに臨床研修を࠸֋するとき
に研修医のས修する研修ϕϫήϧムの変ߍ、ഉࢯにΓりಋ༹の研修ϕϫήϧムに෰
 することが෈Ն೵で͍ると೟めらΗる৖合ؾ

(4)その他ਜ਼当な理༟が͍る৖合 
 

１）研修医が臨床研修をܩକすることがࠖೋで͍ると೟めらΗる৖合にͺ、研修管理җ員
ճにおいて৻٠し、研修管理җ員ճҗ員ௗ（院ௗ）に中断をࠄשすることができるɽま
た、研修医ͺࣙら臨床研修の中断をਅしड़ることができるɽ 

２）研修管理җ員ճҗ員ௗ（院ௗ）ͺ、研修管理җ員ճのࠄשまたͺ研修医のਅしड़をण
けて、当֚研修医の臨床研修を中断することができるɽ 

３）当֚研修医のٽめに応ͣて、研修管理җ員ௗͺଐやかにʰ臨床研修中断ৄʱをި෉す
るとと΍に、ϕϫήϧム੻೜ंͺ他の臨床研修病院を়ղする等、臨床研修࠸֋のため
のࢩԋを含めて、適切な਒路ࢨ಍を行うɽ 

４）臨床研修を中断したंͺ、ࣙ むことができࠒ֋をਅし࠸望する臨床研修病院にسのހ
るɽ࠸֋した৖合ͺ、臨床研修中断ৄの内容をྂߡした臨床研修を行うɽ 
 

３ɿ臨床研修のࢯٵおΓ;࠸֋ 
  臨床研修のࢯٵとͺ、研修ؔغの౏中で臨床研修を中ࢯすることをいい、原則としてӀ
きକき当院で研修を࠸֋することを઴఑とした΍ので͍るɽ 
１）２೧ؔを௪ͣたؔغࢯٵの৏ݸͺ 90 日（当院においてఈめるٵ日ͺ含めない）とす
るɽ各研修෾໼にٽめらΗている必要ས修ؔغをຮたしていない৖合ͺ、મ୔Ռ目の
内に各研修෾໼の必要ؔغを利用する等にΓり、͍らかͣめఈめらΗた臨床研修ؔغ
ས修ؔغをຮたすΓうに౔めるɽ 

２）研修ؔغश྅時に研修のؔغࢯٵが 90日を௔͓る৖合にͺາ修྅とするɽこの৖合、
原則としてӀきକきಋ一の研修ϕϫήϧムで研修を行い、90 日を௔͓た日਼෾Ґ৏の
日਼の研修を行うことが必要で͍るɽ 

   また、必修Ռ目で必要ས修ؔغをຮたしていない৖合に΍、າ修྅として取り扱い、
原則としてӀきକきಋ一の研修ϕϫήϧムで研修を行い、෈ଏするؔغҐ৏のؔغの
研修を行うことができるɽ 

３）າ修྅の৖合、当֚研修医ͺ原則としてಋ一の研修ϕϫήϧムで研修をܩକするɽそ
のࡏ、ϕϫήϧム੻೜ंͺས修ܯժනを作成しなけΗͻならないɽ 

４ɿϕϫήϧム修྅ޛのコース 
2 ೧ؔの臨床研修を修྅した΍のͺ、当院が基ࢬײઅまたͺ連携ࢬઅとなる઒門研修

ϕϫήϧムにࡀ用͠ΗることにΓり、各઒門研修ϕϫήϧムに則り、Ӏକき当院で઒門
研修を行うことができるɽそΗͩΗの研修医のس望をಁま͓、਒路઎について૮஌に応
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ͥること΍Ն೵で͍るɽ 
 

 
 
 
１ɿۊ務時ؔ、ٵՍ、時ؔ外ۊ務、当直、ऀճ保険、健康管理等ͺ、本院職員म業و則を適

用とするɽ 
２ɿ研修医ͺಝఈの診療Ռ・部門に଒ͥ͠、研修ϕϫήϧムに則り研修を行うɽ 
３ɿ医師法ٶ;臨床研修にؖする঴ྫด;に本院職員म業و則に基Ͱき、臨床研修ؔغ中に

おける෯業（いΚΑるΠルバ΢ト診療）を行うことͺ禁ͥるɽ 
 
ᶅ身෾   ৙ۊ০୙ 
ᶆ研修手当 

１೧࣏(੭ࠒ) ： 380,000ԃ/݆ฑۋ（ঀ手当ࠒΊ）、ৈ༫/೧（900,000 ԃ） 
     ２೧࣏(੭ࠒ) ： 420,000ԃ/݆ฑۋ（ঀ手当ࠒΊ）、ৈ༫/೧（960,000 ԃ） 
   ᶇঀ手当 時ؔ外手当、௪ۊ手当、ेڋ手当、ි཈手当、宿日直手当、退職Ҝ࿓ۜ等 
   ᶈۊ務時ؔ 基本的なۊ務時ؔ ： 8：30ʛ17：00 （時ؔ外ۊ務͍り） 
 時ؔ ： 12：00ʛ12：45ܞٵ              

ᶉٵՍ   ༙ٵڇՍ ： ೧ؔ 24 日（うͬ 3日ͺՈٵΊ） 
         ಝพ༙ٵڇՍ  
         ೧末೧࢟ ： 12/29ʛ1/3 
         日本赤十字ऀ૓ཱི記念日 ： 5/1 
   ᶊ当直   ༁ 5յ/݆（研修医の人਼にΓͮて変ಊ༙） 
         4時ؔのൔ直ۊ務͍り（変ߍの৖合͍り） 
   ᶋेڋ   ໃ （ेڋ手当 28,500ԃ（৏ݸ）/݆ ༙ڇࢩ） 
   ᶌ研修医࣪ ༙ 
   ᶍऀճ保険・ޮ的医療保険 ʻ 日本赤十字ऀ健康保険組合 
    ޮ的೧ۜ ʻ ޲生೧ۜ 
    ࿓ಉं災害ึঊ保険法の適用 ： ༙ 
 ༙ ： 用保険ޑ    
   ᶎ健康管理 健康診断 ೧ 2 յ 
         ΢ンフルエンδ等予防接種 
   ᶏ医師ഝঊ੻೜保険 当院においてՅ入 個人Յ入ͺ೜意 
   ᶐ外部の研修׈ಊ  学ճ、研ڂճ等΃のࢂՅ ： Ն 
             学ճ、研ڂճ等΃のࢂՅඇ用ڇࢩの༙ໃ ： ༙ 
   ᶑその他 ۊ務ؔ΢ンターバルの確保を原則とし、臨床研修の必要に応ͣ、େঊٵଋ 

を෉༫する৖合͍り 
 
４ɿఈ員おΓ;મൊ基६ 

    ఈ員ͺ 18 ໌（਷時ݡ直し༙）ɽ全ࠅΓりޮูし、໚接ࢾ験にΓりમൊするɽ 
 
 
 
 
１ɿ病院ௗ（管理ं） 
病院管理ंとして、医師法、臨床研修にؖする޲生࿓ಉ঴ྫその他の法ྫに則り、研修
医の研修おΓ;؄ಞに当たるɽ病院（܊）全体の研修医ү成を行う体制をࢩԋし、ϕϫ
ήϧム੻೜ंやࢨ಍医等、گү୴当ंの業務がԃ׊に行ΚΗるΓうにഓྂするɽまた、
研修管理җ員ճやϕϫήϧム੻೜ंの意ݡをणけて、研修医にؖする重要な݀ఈを行うɽ 
 

２ɿ研修管理җ員ճ 
研修医の臨床研修のैࣰと޴৏を図るためઅ஖するɽ研修ϕϫήϧムの作成、௒੖、研

ᶟ 研修医のॴ遇・ࡀ用 

ᶠ 研修管理体制・ࢨ಍体制 
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オリエンテーション                                
 
目的：伊勢赤十字病院における臨床研修を効果的・効率的に行うために、病院の理念と歴史、

研修システムを理解し、診療に必要な手順・態度を身につける 
 
到達目標 
 １）病院の理念と歴史、概況を説明できる 
 ２）組織人・医療人として望ましい態度をとることができる（服装、接遇） 
 ３）看護部・薬剤部・医療技術部・事務部門の業務が説明できる 
 ４）当院の臨床研修システムについて説明できる 
 ５）感染予防の基本原則が説明できる 
６）医療安全管理体制、セーフティマネジメントの原則について説明できる（事故発生時
の対応含む） 

 ７）抗菌薬の適切な使用法の概要を述べることができる 
 ８）輸血時の注意点が説明できる 
 ９）医療情報システムの概要と電子カルテ使用時の留意点を述べることができる 

10）診療録、退院時サマリー、診断書の記載内容と留意点について説明できる 
 11）医療倫理・個人情報保護の重要性を述べることができる 
 12）保険診療について説明できる 
 13）学習のための図書や検索ツール等の利用方法が説明できる 
 14）災害時の対応や役割について説明できる 
 15）健康管理・メンタルヘルス、禁煙の必要性について理解できる 
 16）救命救急センターの役割、救急外来の業務（日直・宿直含む）について述べることが

できる 
 17）多職種連携・チーム医療・地域連携システムについて説明できる 
 18）急変時の対応ができる（コードレッド、緊急コール、コードブルー、RRS） 

19）基本的手技（静脈路確保、中心静脈カテーテル挿入、末梢挿入型中心静脈. カテーテ
ル点滴の作り方、皮膚縫合、各種機器の取り扱い等）を習得できる 

 
 
 
多職種研修                          
 
目的：医療チームの構成員としての役割を理解し、保健・医療・福祉の幅広い職種からなる

メンバーの業務を学ぶ 
 
到達目標 
 １）他職種の業務について説明できる 
 ２）薬剤師につき、その業務を観察し、一部業務を経験する 
 ３）看護師につき、その業務を観察し、一部業務を経験する 
 ４）臨床工学技士につき、その業務を観察し、一部業務を経験する 
 ５）診療放射線技師につき、その業務を観察し、一部業務を経験する 
 ６）理学療法士等につき、その業務を観察し、一部業務を経験する 
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修医の管理ٶ;研修医のࡀ用・中断・修྅のࡏの඲Ճ等、臨床研修ࣰࢬを౹ׇ管理するɽ
研修医・医学生گүҗ員ճͺ、Ծ部җ員ճとして、その役割の一部を୴うɽ 

 
３ɿϕϫήϧム੻೜ं 
ϕϫήϧム੻೜ं཈成ߪ習ճをणߪしたंの中から、院ௗのࣛྫに基Ͱいて೜命͠Ηるɽ
研修ϕϫήϧムのةժ・ཱིҌ・ࣰࢬの管理ٶ;研修医に対するঁࢨ、ݶ಍その他のԋঁ
を行うɽ 

 （１）到達目標の達成度についてঙな͚と΍೧ 2 յ、研修医に対してܙ成的඲Ճ（フィー
ドバッέ໚接）を行うɽܙ成的඲Ճの݃果ͺ記録し、研修管理җ員ճに報ࠄするɽ 

 （２）研修ؔغのश྅にࡏし、研修管理員ճに対して研修医の到達目標の達成度඲Ճධを
用いて報ࠄする 

 （３）ϕϫήϧム੻೜ंの業務をึࠦする෯ϕϫήϧム੻೜ंを஖͚ɽ 
   ϕϫήϧム੻೜ं：୉ਁ گ成（救急部ௗ） 
   ෯ϕϫήϧム੻೜ं：ీי চध（ঘࣉՌ部ௗ） 
 
４ɿࢨ಍医 
  研修医を直接ࢨ಍する医師をいい、ҐԾのড়݇をຮたすंとするɽ院ௗのࣛྫに基Ͱい

て೜命͠Ηるɽ 
（１）原則として７೧Ґ৏の臨床経験を༙し、研修医に対するࢨ಍を行うために必要な

経験ٶ;೵ྙを༙するɽ 
（２）h 医師の臨床研修にܐるࢨ಍医ߪ習ճの֋ࢨ࠷ਓ （ɦฑ成 16 ೧ 3 ݆ 18 日෉医੕

発୊  しているɽߪ習ճをणߪに則ͮた（ߺ0318008
಍できるࢨ医が研修医を直接څ಍するͫけでな͚、৏ࢨ಍医ͺ、研修医を直接ࢨ（３）

Γう؄ಞするɽ 
 ಍するࢨの病歴や手術記録の作成をं׳಍医ͺ、研修医が୴当したࢨ（４）
（５）୴当する෾໼・診療Ռの研修ؔغ中研修医͟とに到達目標の達成য়況を೼Ѵし、

研修医に対するࢨ಍を行い、୴当する෾໼における研修ؔغのश྅ޛにh 研修医඲
Ճධʱを用いて඲Ճし、その݃果をϕϫήϧム੻೜ंに報ࠄするɽ 

（６）研修医の身体的・੠ਈ的変Կを予଎し、໲ୌの૥غ発ݡに対応する 
 

５ɿ৏څ医 
৏څ医ͺ、研修医をࢨ಍するࢨ಍医をึࠦするɽ 

  （１）৏څ医とͺ༙֪ࣁのʰࢨ಍医ʱҐ外で研修医Γり΍臨床経験のௗい医師をいう 
 ಍に͍たるࢨ৖で研修医のݳ಍医の؄ಞのԾ、臨床のࢨ（２）  

   （３）研修医の診断・࣑療・記録なʹ全ൢを؄ࠬする 
 
６ɿメンター 
研修医にͺس望にΓͮてメンターをお͚ことができるɽ 
（１）研修医گүに೦意を࣍つ医師がメンターの役割を୴うɽ 
（２）メンターͺ、研修医の研修生׈やΫϡリΠܙ成全ൢについてのঁݶ、੠ਈ໚での

サϛートなʹܩକ的なࢩԋをおこなうɽ必要時ϕϫήϧム੻೜ं΃の報ࠄを行うɽ 
（３）メンターમ୔ͺ研修医のس望にΓͮて݀ఈするɽ 

 
７ɿ医師Ґ外の医療職種（ࢨ಍ं）  

研修医にؖΚるメυィカルスタッフ部門の੻೜ं（部ௗ・技師ௗ・՟ௗ・看護師ௗ・
事務等）をいい、院ௗのࣛྫに基Ͱいて೜命͠Ηるɽ 

  メυィカルスタッフ部門の੻೜ंͺその઒門職種の観点から研修医のࢨ಍・඲Ճを
行うɽ 

 
８. 研修医バυィ 
  研修医 1 ೧目に݀めらΗた研修医 2 ೧目がつき、12 ϳ݆ؔ救急外来業務のࢨ಍をͺ
ͣめ、研修医 1 ೧目の૮஌に応ͣ、職৖適応をଇすɽ 
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９ɿ研修ϕϫήϧムおΓ;ࢨ಍医・ࢨ಍ंの඲Ճ 
（１）研修医ͺ、ϫーテーションՌ͟とに診療Ռด;にࢨ಍医・ࢨ಍ं、研修ϕϫήϧ
ムの඲Ճを行うɽ 

（２）2೧ؔの研修のޛ࠹に研修を৾りศり、各Ռの研修内容඲Ճٶ;րવ要望を行うɽ 
（３）研修医からの඲ՃおΓ;րવ要望ͺ、研修医・医学生گүҗ員ճ、研修管理җ員
ճにて確೟し、各Ռにフィードバッέするとと΍にրવを検౾するɽ 

 
10ɿ研修記録の保ଚ 

  （１）臨床研修をणけた研修医にؖする࣏の事ߴを記載し、当֚研修医が臨床研修を修
྅、またͺ中断した日から 5೧ؔ、電ࣕ的方法ࢶ;ٶഖ体で保ଚするɽ 

    Πɿ໌ࢱ、医੸ౌ録൬ߺおΓ;生೧݆日 
    ΢ɿ修྅またͺ中断した臨床研修にかかる研修ϕϫήϧムの໌স 
    Τɿ臨床研修の֋࢟おΓ;修྅またͺ中断した೧݆日 
    エɿ臨床研修を行ͮたࢬઅの໌স 
    オɿ修྅またͺ中断した臨床研修の内容ٶ;研修医の඲Ճ（研修医඲Ճධᶙʛᶛお

Γ;達成度൓ఈධを含む） 
    カɿ臨床研修を中断した৖合、臨床研修を中断した理༟ 
    Ϋɿその他 ఑ड़をٽめている研修記録 
  （２）研修記録のԀལ 

研修記録ͺ、必要の౐度Ԁལできる΍のとし、研修管理җ員ճҗ員、研修医・医学
生گүҗ員ճҗ員、ࢨ಍医ͺࣙ༟にԀལできる΍のとするɽその他のंがԀལをس望
する৖合ͺ、その目的等必要事ߴをॶఈの用ࢶに記載し、研修管理җ員ճҗ員ௗのڒ
Նを得るɽ 

 
11ɿ研修医のනঞ 

2 ೧ؔの臨床研修修྅時、研修医のޯ࿓おΓ;ࣰ੹等をݨঞする（ϗストレジυントৈ） 
（１）අනঞंͺ࣏の各ߺに֚当するंとする 

   1）2೧ؔで 5 յ（ୌ）Ґ৏の学ճ発නのࣰ੹が͍ること 
   2）学ճ等において発නした΍のがනঞ͠Ηた΍の 
   3）その他 こΗまでにない業੹で病院ௗが೟めた΍の 

（２）අනঞंの݀ఈについてͺҐԾの௪りとする 
1）研修医ͺඅනঞंを৏ਅするためのࣁྋとして、学ճ発නのࣰ੹をຘ೧ 1 ݆末ま
でに臨床研修事務ۃ（گү研修ਬ਒࣪）に఑ड़する 

2）臨床研修事務ۃ（گү研修ਬ਒࣪）ͅ 、఑ड़͠Ηたࣁྋを基にඅනঞंを研修医・
医学生گүҗ員ճに৏ਅする 

3）研修医・医学生گүҗ員ճͺ、఑ड़͠Ηたࣁྋを΍とにඅනঞंのট೟、院ௗ΃
の報ࠄを行う 

（３）නঞ方法ͺ、院ௗΓりනঞয়おΓ;記念඾（3ຬԃҐ内）をଅఆする 
 

12ɿϕϫήϧムの管理ӣӨ体制 
   ॵغ研修ϕϫήϧムਲ਼行のため、ఈغ的に研修医・医学生گүҗ員ճを֋࠷し、研修

の඲ՃおΓ;研修にかかるঀ事ߴについて٠ڢするɽそΗに基Ͱいて研修ϕϫήϧム
の修ਜ਼を行い、͠ らに研修管理җ員ճで΍٠͠ڢΗ、ট೟をणけるɽ研修ϕϫήϧムの
内容ͺ、೧度ຘに۝ັ͠Η、研修医おΓ;ྙڢ医療機ؖにഓ෉͠Ηるɽ 
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医師ͺ、病める人のଜݭをगり、医療の఑ڛとޮ़Ӷ生の޴৏にر༫する職業の重୉性を਄
͚೟ࣟし、医師としての基本的Ճ஍観（ϕϫフΥッショψリθム）ٶ;医師としての使命の
ਲ਼行に必要な࣯ࣁ・೵ྙを身に෉けな͚てͺならないɽ医師としての基൭ܙ成のஊ֌に͍る
研修医ͺ、基本的Ճ஍観をࣙらの΍のとし、基本的診療業務ができるレϗルの࣯ࣁ・೵ྙを
修得するɽ 
 
A. 医師としての基本的Ճ஍観（ϕϫフΥッショψリθム） 
１ɿऀճ的使命とޮ़Ӷ生΃のر༫ 
ऀճ的使命をְࣙし、説明੻೜を果たしつつ、ݸり͍るݱࣁやऀճの変યにഓྂしたޮ
ਜ਼な医療の఑ٶڛ;ޮ़Ӷ生の޴৏に౔めるɽ 

２ɿ利他的な態度 
をଜ重ݘఈ݀ހのՃ஍観やࣙं׳、༑઎し࠹৏を޴と福利のݰ௩や෈安のܲۦのं׳
するɽ 

３ɿ人ؔ性のଜ重 
いやりの心を࣍ͮて接ࢧの念とܡやՊଔの多༹なՃ஍観、感情、எࣟにഓྂし、ଜं׳
するɽ 

４ɿࣙらを߶めるࢡ勢 
ࣙらのݶಊٶ;医療の内容を঴察し、৙に࣯ࣁ・೵ྙの޴৏に౔めるɽ 

 
B. ࣯ࣁ・೵ྙ 
１ɿ医学・医療における倫理性 

   診療、研گ、ڂүにؖする倫理的な໲ୌを೟ࣟし、適切に行ಊするɽ 
ᶅ 人ؔのଜݭをगり、生命の෈Ն৷性をଜ重するɽ 
ᶆ ं׳のϕϧ΢バシーにഓྂし、गඁٝ務を果たすɽ 
ᶇ 倫理的ジレンマを೟ࣟし、૮ޕଜ重に基Ͱき対応するɽ 
ᶈ 利ӻ૮ൕを೟ࣟし、管理方ਓに६ڎして対応するɽ 
ᶉ 診療、研گ、ڂүのಃ明性を確保し、෈法行ҟの防ࢯに౔めるɽ 

 
２ɿ医学எࣟと໲ୌ対応೵ྙ 
ࣙ、医療にؖするஎࣟを֭得し;ٶ৿の医学࠹ らが直໚する診療৏の໲ୌに対して、Ռ
学的ࠞڎに経験をՅັして解݀を図るɽ 
ᶅළ度の߶い঳ޫについて、適切な臨床ਬ࿨のϕϫセスを経て、ؓ พ診断とॵغ対応を
行うɽ 

ᶆं׳情報をफॄし、࠹৿の医学的எݡに基Ͱいて、ं׳の意޴や生׈の࣯にഓྂした
臨床൓断を行うɽ 

ᶇ保健・医療・福祉の各ଈ໚にഓྂした診療ܯժをཱིҌし、ࣰ行するɽ 
 
３ɿ診療技೵とं׳ίΠ 
臨床技೵をຑき、ं׳のۦ௩や෈安、͓ߡ・意޴にഓྂした診療を行うɽ 
ᶅं׳の健康য়態にؖする情報を、心理・ऀճ的ଈ໚を含めて、効果的かつ安全にफॄ
するɽ 

ᶆं׳のয়態に合Κͦた、࠹適な࣑療を安全にࣰࢬするɽ 
ᶇ診療内容とそのࠞڎにؖする医療記録やช書を、適切かつங଼な͚作成するɽ 
 

４ɿコϝϣωίーション೵ྙ 
 性を஛͚ɽܐなؖ޹やՊଔとྒྷं׳、をಁま͓てܢの心理・ऀճ的ഐं׳
ᶅ適切なݶཁݥい、ླٓਜ਼しい態度、身ͫしなΊでं׳やՊଔに接するɽ 
ᶆं׳やՊଔにとͮて必要な情報を੖理し、෾かりやすいݶཁで説明して、ं׳のक体
的な意݀ࢧఈをࢩԋするɽ 

ᶇं׳やՊଔのωーθを身体・心理・ऀճ的ଈ໚から೼Ѵするɽ 
 

５ɿチーム医療のࣰભ 

 ࿓঴がఈめる到達目標޲
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医療ॊ事ंをͺͣめ、ं׳やՊଔにؖΚる全ての人ʓの役割を理解し、連携を図るɽ 
ᶅ医療を఑ڛする組織やチームの目的、チームの各構成員の役割を理解するɽ 
ᶆチームの構成員と情報を༙ڠし、連携を図るɽ 
 

６ɿ医療の࣯と安全管理 
 し、医療ॊ事ंの安全性に΍ഓྂするɽڛにとͮてྒྷ࣯かつ安全な医療を఑ं׳
ᶅ医療の࣯とं׳安全の重要性を理解し、そΗらの඲Ճ・րવに౔めるɽ 
ᶆ日৙業務の一؂として、報ࠄ・連ཙ・૮஌をࣰભするɽ 
ᶇ医療事故等の予防と事ޛの対応を行うɽ 
ᶈ医療ॊ事ंの健康管理（予防接種やਓ࢙し事故΃の対応を含むɽ）を理解し、ࣙらの
健康管理に౔めるɽ 

 
７ɿऀճにおける医療のࣰભ 
医療の࣍つऀճ的ଈ໚の重要性をಁま͓、各種医療制度・システムを理解し、地域ऀճ
とऀࡏࠅճに߫ݛするɽ 
ᶅ保健医療にؖする法و・制度の目的と࢕組Ίを理解するɽ 
ᶆ医療ඇのं׳ෝ୴にഓྂしつつ、健康保険、ޮඇෝ୴医療を適切に׈用するɽ 
ᶇ地域の健康໲ୌやωーθを೼Ѵし、必要な対ࡨを఑Ҍするɽ 
ᶈ予防医療・保健・健康ଁ਒に౔めるɽ 
ᶉ地域ใׇίΠシステムを理解し、そのਬ਒に߫ݛするɽ 
ᶊ災害や感染঳Ϗンυϝッέなʹのඉ日৙的な医療ऩ要にඍ͓るɽ 

 
８ɿՌ学的୵ڂ 
医学ٶ;医療におけるՌ学的Πϕϫーチを理解し、学術׈ಊを௪ͣて、医学ٶ;医療の
発ఴにر༫するɽ 
ᶅ医療৏のٛ໲点を研ڂ՟ୌに変׷するɽ 
ᶆՌ学的研ڂ方法を理解し、׈用するɽ 
ᶇ臨床研ڂや࣑験の意ٝを理解し、ྙڢするɽ 

 
９ɿ生֖にΚたͮてڠに学ぶࢡ勢 
医療の࣯の޴৏のために঴察し、他の医師・医療ंとڠに研ᮐしながら、ޛ਒のү成に
΍携Κり、生֖にΚたͮてཱࣙ的に学;କけるɽ 
ᶅ急ଐに変Կ・発ఴする医学எࣟ・技術のٷफに౔めるɽ 
ᶆಋ྇、ޛഒ、医師Ґ外の医療職とޕいに͓گ、学;͍うɽ 
ᶇࠅ内外の੕ࡨや医学ٶ;医療の࠹৿ಊ޴（薬剤ଳ性菌やΰόム医療を含むɽ）を೼Ѵ
するɽ 

 
C. 基本的診療業務 
 コンサルテーションや医療連携がՆ೵なয়況Ծで、ҐԾの各྘域において、ୱಢで診療が
できるɽ 
１ɿ一ൢ外来診療 
ළ度の߶い঳ޫ・病態について、適切な臨床ਬ࿨ϕϫセスを経て診断・࣑療を行い、क
なອ性࣮׳についてͺܩକ診療ができるɽ 

２ɿ病౫診療 
急性غのं׳を含む入院ं׳について、入院診療ܯժを作成し、ं׳の一ൢ的・全身的
な診療とίΠを行い、地域医療にഓྂした退院௒੖ができるɽ 

３ɿॵغ救急対応 
緊急性の߶い病態を༙するं׳のয়態や緊急度をଐやかに೼Ѵ・診断し、必要時にͺ応
急ॴ஖や院内外の઒門部門と連携ができるɽ 

４ɿ地域医療 
地域医療のಝ性ٶ;地域ใׇίΠの概念と࿰組Ίを理解し、医療・ղ護・保健・福祉に
ؖΚる種ʓのࢬઅや組織と連携できるɽ 
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経験すべき঳ޫ（29 ঳ޫ） 
 外来またͺ病౫において、Ծ記の঳ޫをఆするं׳について、病歴、身体ॶ؈、ݡୱな検
ࠬॶݡに基Ͱ͚臨床ਬ࿨と、病態をྂߡしたॵغ対応を行うɽ病歴要༁（病歴、身体ॶݡ、
検ࠬॶݡ、Πセスメント、ϕϧン（診断、࣑療、گү）、ߡ察等を含む）を作成するɽ 

 
ショッέ、体重ݰঙ・るい૭、発ਆ、ԭ᙮、発೦、΍の๪Η、ಆ௩、めまい、意্ࣟ害・ 
ࣨਈ、けいΗΞ発作、্ྙࢻ害、ڵ௩、心ంࠖٷݼ、ࢯೋ、ృ血・ᄲ血、Ծ血・血ส、ᅇ 
 ・ഐ部௩、ؖઇ௩、ӣಊຓᙼ・ࠌ、ᅇృ、෴௩、ส௪ҡ৙（Ծཫ・สඁ）、೦উ・外উ・ـ
 ฅ・ͦΞໟ、ཊうつ、成ௗ・発達の্害、ೝڷ、ఁԾ、ഋ೚্害（೚ࣨ禁・ഋ೚ࠖೋ）ྙ۔
৹・ड़ࢊ、श末غの঳ޫ 
 
 
経験すべき࣮病・病態（26 ࣮病・病態） 
 外来またͺ病౫において、Ծ記の࣮病・病態を༙するं׳の診療に͍たるɽ病歴要༁（病
歴、身体ॶݡ、検ࠬॶݡ、Πセスメント、ϕϧン（診断、࣑療、گү）、ߡ察等を含む）
を作成するɽ 

 ঙな͚と΍１঳ྭͺ外Ռ手術にͮࢺた঳ྭをમ୔し、病歴要༁にͺ手術要༁を含めるこ
とɽ 

 
೶血管্害、೟எ঳、急性ץ঳ޫ܊、心෈全、୉ಊ脈ᚇ、߶血ѻ、഑ؠ、഑Ԏ、急性৏ 
،、 ௷ভԿ性、ؠ急性ҥௐԎ、ҥ、（ COPD ）׳性഑࣮࠻ᄸଋ、ອ性ถࢩ管ـ、ಕԎـ
Ԏ・،ߙ変、஀੶঳、୉ௐؠ、ਝᚪਝԎ、೚路݃੶、ਝ෈全、߶エネルάー外উ・ࠐ઄、౸
೚病、࣯ࢹҡ৙঳、うつ病、౹合ࣨ௒঳、ғଚ঳（ωコチン・Πルコール・薬෼・病的Ṏദ） 
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Ⅰ 到達目標

A 医師としての基本的価値観（プロフェッショナリズム）
1 社会的使命と公衆衛生への寄与◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 利他的な態度 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 人間性の尊重 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 自らを高める姿勢 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

B 資質・能力
1 医学・医療における倫理性 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 医学知識と問題対応能力 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 診療技能と患者ケア ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 コミュニケーション能力 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 チーム医療の実践 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 医療の質と安全管理 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 社会における医療の実践 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 科学的探究 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 生涯にわたって共に学ぶ姿勢 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

C 基本的診療業務
1 一般外来診療

症候・病態についての臨床推論プロセス ◎ ○ ○ ○

初診患者の診療 ◎ ○ ○ ○

慢性疾患の継続診療 ◎ ○ ○ ○

2 病棟診療
入院診療計画の作成 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般的・漸進的な診療とケア ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域医療に配慮した退院調整 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幅広い内科的疾患に対する診療 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

幅広い外科的疾患に対する診療 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 初期救急対応
状態や緊急度を把握・診断 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

応急処置や院内外の専門部門と連携 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 地域医療
概念と枠組みを理解 ◎

種々の施設や組織と連携 ◎

Ⅱ 実務研修の方略
オリエンテーション

1 臨床研修制度・プログラムの説明 ◎

2 医療倫理 ◎

3 医療関連行為の理解と実習 ◎

4 患者とのコミュニケーション ◎

5 医療安全管理 ◎

6 多職種連携・チーム医療 ◎

7 地域連携 ◎

8 自己研鑽：図書館、文献検索、EBMなど ◎

④ 内科分野（24週以上）
入院患者の一般的・全身的な診療とケア ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

幅広い内科的疾患の診療を行う病棟研修 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

⑤ 外科分野（4週以上）
一般診療にて頻繁な外科的疾患への対応 ◎

幅広い外科的疾患の診療を行う病棟研修 ◎

⑥ 小児科分野（4週以上）
小児の心理・社会的側面に配慮 ◎

新生児期から各発達段階に応じた総合的な診療 ◎

幅広い小児科疾患の診療を行う病棟研修 ◎

⑦ 産婦人科分野（4週以上）
妊娠・出産 ◎

産科疾患や婦人科疾患 ◎

思春期や更年期における医学的対応 ◎

頻繁な女性の健康問題への対応 ◎

幅広い産婦人科領域の診療を行う病棟研修 ◎

⑧ 精神科分野（4週以上）
精神科専門外来または精神科リエゾンチーム ◎

急性期入院患者の診療 ◎

⑨ 救急医療分野（12週以上）
頻度の高い症候と疾患 ◎

緊急性の高い病態に対する初期救急対応 ◎

（麻）気管挿管を含む気道管理及び呼吸管理 ◎ ○

（麻）急性期の輸液・輸血療法 ◎ ○

（麻）血行動態管理法 ◎ ○

⑩ 一般外来（20日以上必須）
初診患者の診療 ◎ ○ ○ ○

慢性疾患の継続診療 ◎ ○ ○ ○

⑪ 地域医療（8週以上2年次）
へき地・離島の医療機関 ◎

200床未満の病院又は診療所 ◎

一般外来 ◎

在宅医療 ◎

病棟研修は慢性期・回復期病棟 ◎

医療・介護・保健・福祉施設や組織との連携 ◎ ○

地域包括ケアの実際 ◎

⑫ 選択研修（保健・医療行政の研修を行う場合）
保健所 ◎

介護老人保健施設 ◎

社会福祉施設 ◎

赤十字血液センター ◎

健診・検診の実施施設 ◎

国際機関 ◎

行政機関 ◎

矯正機関 ◎

産業保健の事業場 ◎

⑬ 1)全研修期間　必須項目
ⅰ 感染対策（院内感染や性感染症等） ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅱ 予防医療（予防接種を含む） ○ ○ ○ ◎

ⅲ 虐待 ○ ◎ ○

ⅳ 社会復帰支援 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅴ 緩和ケア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

ⅵ アドバンス・ケア・プランニング(ACP) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

ⅶ 臨床病理検討会(CPC) ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

科目の状況 必　修　 選択
(内科➀～⑩から6科を選択）

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
対
応
番
号

「◎」最終責任を果
たす診療科
「○」研修が可能な
診療科

o
r
i
e
n
t
a
t
i
o
n
／

他
職
種
研
修

C
P
C
／
病
理
診
断
科

緩
和
ケ
ア
科

整
形
外
科

心
臓
血
管
外
科
・
呼
吸
器
外
科

脳
神
経
外
科

泌
尿
器
科

（
総
合
内
科

）

臨
床
検
査
課

眼
科

頭
頚
部
・
耳
鼻
咽
喉
科

皮
膚
科

形
成
外
科

放
射
線
診
断
科

放
射
線
治
療
科

地
域
医
療

精
神
科

外
科
・
乳
腺
外
科

麻
酔
科

小
児
科

産
科
・
婦
人
科

救
急
部
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内
科
①

　
内
科
②

　
内
科
③

　
内
科
④

　
内
科
⑤

　
内
科
⑥

　
内
科
⑦

　
内
科
⑧

　
内
科
⑨

　
内
科
⑩

循
環
器
科

腎
臓
内
科

血
液
内
科

感
染
症
内
科

腫
瘍
内
科

呼
吸
器
内
科

消
化
器
内
科

肝
臓
内
科

糖
尿
病
・
代
謝
内
科

脳
神
経
内
科

科目の状況 必　修　 選択
(内科➀～⑩から6科を選択）

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
対
応
番
号

「◎」最終責任を果
たす診療科
「○」研修が可能な
診療科

o
r
i
e
n
t
a
t
i
o
n
／

他
職
種
研
修

C
P
C
／
病
理
診
断
科

緩
和
ケ
ア
科

整
形
外
科

心
臓
血
管
外
科
・
呼
吸
器
外
科

脳
神
経
外
科

泌
尿
器
科

（
総
合
内
科

）

臨
床
検
査
課

眼
科

頭
頚
部
・
耳
鼻
咽
喉
科

皮
膚
科

形
成
外
科

放
射
線
診
断
科

放
射
線
治
療
科

地
域
医
療

精
神
科

外
科
・
乳
腺
外
科

麻
酔
科

小
児
科

産
科
・
婦
人
科

救
急
部

2)全研修期間　研修が推奨される項目
ⅰ 児童・思春期精神科領域 ○ ○ ◎

ⅱ 薬剤耐性菌 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅲ ゲノム医療 ○ ◎ ○ ○ ○

ⅳ 診療領域・職種横断的なチームの活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

経験すべき症候（29症候） 病歴、身体所見、簡単な検査所見に基づく臨床推論と病態を考慮した初期対応を行う

1 ショック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

2 体重減少・るい痩 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 発疹 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

4 黄疸 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 発熱 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 もの忘れ ◎ ○ ◎ ○

7 頭痛 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

8 めまい ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

9 意識障害・失神 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

10 けいれん発作 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 視力障害 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

12 胸痛 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 心停止 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

14 呼吸困難 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

15 吐血・喀血 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

16 下血・血便 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

17 嘔気・嘔吐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

18 腹痛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

19 便通異常（下痢・便秘） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

20 熱傷・外傷 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

21 腰・背部痛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

22 関節痛 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

23 運動麻痺・筋力低下 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

24 排尿障害（尿失禁・排尿困難） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

25 興奮・せん妄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

26 抑うつ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

27 成長・発達の障害 ◎ ○

28 妊娠・出産 ○ ◎ ○

29 終末期の症候 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

経験すべき疾病・病態（26疾病・病態） 病歴、身体所見、検査所見、アセスメント、プラン（診断、治療、教育等）を含むこと

1 脳血管障害 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

2 認知症 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

3 急性冠症候群 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

4 心不全 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

5 大動脈瘤 ○ ○ ◎ ○ ○

6 高血圧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

7 肺癌 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

8 肺炎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

9 急性上気道炎 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

10 気管支喘息 ◎ ○ ○ ◎ ○

11 慢性閉塞性肺疾患（COPD） ◎ ○ ○ ○ ○

12 急性胃腸炎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

13 胃癌 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

14 消化性潰瘍 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

15 肝炎・肝硬変 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

16 胆石症 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

17 大腸癌 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

18 腎盂腎炎 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

19 尿路結石 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

20 腎不全 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 高エネルギー外傷・骨折 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

22 糖尿病 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 脂質異常症 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 うつ病 ○ ○ ○ ◎

25 統合失調症 ○ ○ ◎

26 依存症（ﾆｺﾁﾝ・ｱﾙｺｰﾙ・薬物・病的賭博） ○ ○ ◎

病歴要約（日常業務において作成する外来または入院患者の医療記録を要約したもの、
病歴、身体所見、検査所見、アセスメント、プラン（診断、治療、教育）、考察等を含む）
退院時要約 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

診療情報提供書 ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

患者申し送りサマリー ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

転科サマリー ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

週間サマリー ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外科手術に至った1症例（手術要約を含） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他(経験すべき診療法・検査・手技等）
1 医療面接

緊急処置が必要な状態かどうかの判断 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

診断のための情報収集 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人間関係の樹立 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

患者への情報伝達や健康行動の説明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コミュニケーションのあり方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

患者への傾聴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

家族を含む心理社会的側面 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プライバシー配慮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

病歴徴取と診療録記載 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 身体診察（病歴情報に基づく）
診察手技（視診、触診、打診、聴診等）を用いた全身と局所の観察 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

倫理面の配慮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産婦人科的診察を含む場合の配慮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 臨床推論（病歴情報と身体所見に基づく）
検査や治療を決定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

インフォームドコンセントを受ける ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Killer diseaseを確実に診断 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 臨床手技
1)医学部卒業前に経験できているか配慮する項目
体位変換 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移送 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

皮膚消毒 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外用薬の貼布・塗布 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

気道内吸引・ネブライザー ○ ◎ ○ ○ ○ ○

静脈採血 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

胃管の挿入と抜去 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

注射（皮内、皮下、筋肉、静脈内） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中心静脈カテーテルの挿入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

動脈血採血・動脈ラインの確保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

腰椎穿刺 ○ ○ ○ ◎

ドレーンの挿入・抜去 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全身麻酔・局所麻酔・輸血 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

眼球に直接触れる治療（見学し介助できることが目標） ○ ◎
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2)身に付けるべき臨床手技
①気道確保 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
②人工呼吸（ﾊﾞｯｸﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ･ﾏｽｸによる徒手換気含） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

③胸骨圧迫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

④圧迫止血法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

⑤包帯法 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

⑥-1採血法（静脈血） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑥-2採血法（動脈血） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦-1注射法（皮内） ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦-2注射法（皮下） ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦-3注射法（筋肉） ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦-4注射法（点滴） ◎初ローテーション科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦-5注射法（静脈確保） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦-6注射法（中心静脈確保） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧腰椎穿刺 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

⑨-1穿刺法（胸腔） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

⑨-2穿刺法（腹腔） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

⑩導尿法 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑪ドレーン・チューブ類の管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑫胃管の挿入と管理 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑬局所麻酔法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑭創部消毒とガーゼ交換 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑮簡単な切開・排膿 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑯皮膚縫合 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑰軽度の外傷・熱傷の処置 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑱気管挿管 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑲除細動等 ○ ○ ○ ◎ ○

5 検査手技
血液型判定・交差適合試験 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

動脈血ガス分析（動脈採血を含む） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

心電図の記録 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

超音波検査（心） ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

超音波検査（腹部） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

6 地域包括ケア・社会的視点
もの忘れ ◎ ○

けいれん発作 ◎ ○

心停止 ○ ◎

腰・背部痛 ◎ ○

抑うつ ○ ◎ ◎ ○

妊娠・出産 ○ ◎

脳血管障害 ○ ◎ ○

認知症 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

心不全 ○ ○ ◎ ○

高血圧 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

肺炎 ○ ○ ○ ○ ◎

慢性閉塞性肺疾患 ○ ◎

腎不全 ○ ○ ◎

糖尿病 ○ ○ ◎

うつ病 ○ ◎ ◎

統合失調症 ◎ ◎

依存症 ◎ ◎

7 診療録
日々の診療録（退院時要約を含む） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

入院患者の退院時要約（考察を記載） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各種診断書（死亡診断書を含む） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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病院
施設番号

病院名 提供科

031695
三重北医療センター
いなべ総合病院

内科、外科、産婦人科、整形外科、放射線科、泌尿器科 6

031109 桑名市総合医療センター
循環器内科、消化器内科、糖尿病内分泌内科、膠原病リウマチ内科、
腎臓内科、呼吸器内科、小児科、産婦人科、外科、整形外科、
脳神経外科、眼科、救急科、病理診断科

14

030953 四日市羽津医療センター
内科、脳神経内科、外科、整形外科、泌尿器科、麻酔科、
リハビリテーション緩和ケア内科、予防医学科、放射線科

9

030446 市立四日市病院

循環器内科、消化器内科、脳神経内科、血液内科、呼吸器内科、腎臓内科、
糖尿病・内分泌内科、小児科、外科、整形外科、脳神経外科、心臓血管外科、
消化器外科、乳腺外科、呼吸器外科、形成外科、産婦人科、麻酔科、泌尿器科、
眼科、皮膚科、耳鼻咽喉科、放射線科、病理、救命救急センター、緩和ケアセンター

26

030445 三重県立総合医療センター
消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、脳神経内科、救急・集中治療科、小児科、
産婦人科、外科、整形外科、心臓血管外科・呼吸器外科、脳神経外科、泌尿器科、麻酔科、
皮膚科、耳鼻いんこう科、眼科、病理診断科

17

030448 鈴鹿中央総合病院
内科、脳神経内科、外科、整形外科、脳神経外科、泌尿器科、呼吸器外科、
麻酔科、産婦人科、小児科、精神科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、病理診断科、
中央検査科、放射線科、放射線治療科

18

030930 鈴鹿回生病院
消化器内科、血液内科、循環器内科、腎臓内科、外科、整形外科、
耳鼻咽喉科、脳神経外科、脳神経内科、泌尿器科

10

035115 岡波総合病院
内科、消化器内科、循環器内科、小児科、外科、整形外科、脳神経外科、
心臓血管外科、泌尿器科、眼科、放射線科、麻酔科、総合診療科

13

070038 伊賀市立上野総合市民病院
消化器・肝臓内科、循環器内科、脳神経内科、外科、乳腺外科、整形外科、
救急科、総合診療科、訪問診療科

9

030452 三重大学医学部附属病院

循環器内科、腎臓内科、血液・腫瘍内科、消化器・肝臓内科、
呼吸器内科、糖尿病・内分泌内科、脳神経内科、肝胆膵・移植外科、
乳腺外科、消化管外科、小児外科、心臓血管・呼吸器外科、整形外科、
脳神経外科、小児科、産科婦人科、精神科神経科、腎泌尿器外科、
耳鼻咽喉・頭頚部外科、眼科、皮膚科、放射線科（診断部門、治療部門、
IVR部門）、高度救命救急・総合集中治療センター、麻酔科、病理診断科、
形成外科、リウマチ・膠原病内科、総合診療科、リハビリテーション科、緩和ケア科

30

030449 三重中央医療センター

糖尿病・内分泌内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、
脳神経内科、麻酔科、消化器外科、呼吸器外科、心臓血管外科、脳神経外科、
泌尿器科、整形外科、小児・新生児科、産婦人科、耳鼻咽喉科、皮膚科、
病理診断科、救急科

18

030455 松阪中央総合病院
循環器内科、血液・腫瘍科内科、脳神経内科、消化器内科、小児科、外科、
脳神経外科、胸部外科、整形外科、麻酔科、泌尿器科、眼科、救急科、
病理診断科、耳鼻咽喉科

15

030456 済生会松阪総合病院
内科、外科、乳腺外科、整形外科、産婦人科、泌尿器科、麻酔科、
脳神経外科、放射線科、脳神経内科、臨床検査科、緩和医療科、皮膚科

13

030454 松阪市民病院
呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、外科、整形外科、泌尿器科、麻酔科、
呼吸器外科、眼科

9

030457 伊勢赤十字病院

血液内科、感染症内科、腫瘍内科、肝臓内科、糖尿病・代謝内科、呼吸器内科、
消化器内科、循環器内科、腎臓内科、脳神経内科、小児科、外科、整形外科、
脳神経外科、呼吸器外科・心臓血管外科、産婦人科、泌尿器科、眼科、
頭頸部・耳鼻咽喉科、放射線科、麻酔科、緩和ケア内科、病理診断科、形成外科、
救急部

25

030911 三重県立志摩病院 内科、外科、整形外科、精神科、皮膚科(漢方内科・漢方皮膚科） 5

090042 遠山病院 内科、外科、救急 3

030820 津生協病院 内科、外科、地域医療 3

031706 藤田医科大学七栗記念病院 リハビリテーション科、外科 2

031707 名張市立病院 内科、小児科、外科、整形外科、脳神経外科、循環器内科、総合診療科、麻酔科 8

030453 市立伊勢総合病院 内科、外科、整形外科、皮膚科、眼科、放射線科、麻酔科、泌尿器科 8

040005 紀南病院 内科、外科 2

031709 尾鷲総合病院 内科、外科 2

032842 三重県立一志病院 内科（地域医療） 1

110022 亀山市立医療センター 内科（総合診療科） 1

147625 永井病院 内科、循環器内科、外科、整形外科 4

031696 菰野厚生病院 脳神経内科 1

031705 松阪厚生病院 精神科 1

096065 志摩市民病院 地域医療（総合診療） 1

031703 三重病院 小児科 1

030828 済生会明和病院 脳神経内科、リハビリテーション科、内科 3

地域医療を含むすべての提供科は、必修科目後の自由選択科目の履修となります。 278

協力型臨床研修病院・施設

2026年度臨床研修開始MMCプログラム選択研修提供科一覧
別表1


